
 

 

 

 

現地調査に行ってきました！ 

Ｖｏｌ．２ 
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市⺠推進会議では、横浜みどり税を活⽤した横浜みどりアップ計画の取組についての検証すること
を⽬的に、現地を視察する調査部会を毎年実施しています。今年は泉区の、①和泉⼩学校ビオ
トープ、②③古橋市⺠の森、④和泉町の⽔⽥を訪れました。 

① ２年前にビオトープへと再⽣された校内の「ニコニコ池」は総合学習の場
としても活⽤されています。⼦どもを育む空間として維持管理するには、
地域の⽅々のサポートが⽋かせません。 

②③ 20 年前までゴミの⼭だった森が整備され、今年４⽉に市⺠の森にな
りました。今は散策路が台⾵ 19 号による倒⽊などで通れない状況で
す。愛護会の⽅々は市の協⼒を得て森の復旧に取り組んでいますが、
⾼齢者宅の庭⽊の剪定や庭整備にも⼤活躍、地域に必要な存在とな
っています。 

④刈り取られた稲の「稲掛け」も⾒られ、秋の⽥園⾵景が広がっていました。 
⽂：⾼橋秀忠 

④ 

① ② ③ 

-コラム- 横浜の農と学校連携 
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横浜みどりアップ計画では地産地消推進の取組の⼀環として、市⺠や企業、⼤学と連携した様々な取組を⾏っ
ています。例えば、フェリス⼥学院⼤学の学⽣が横浜市と連携して、インスタグラムで横浜の「農」と「⾷」に関する写
真を投稿する「ハッシュタグ横浜農場キャンペーン」を実施し、横浜の地産地消を PR しました。 

これからの横浜の農には、市⺠参加が⽋かせません。地産地消の推進に活かされるような活動（Action）に熱
⼼に取り組む学⽣をとても頼もしく感じました。 
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マップ 

畑で芋ほり体験 

今回は、サツマイモの収穫・牧場の⾒学・直売所でのお
買い物という内容でした。まず横⼭四季彩園の⾒晴らし
の良い広い畑で芋ほり。ここは横浜市独⾃の制度である
農業専⽤地区の畑です。農園主の横⼭さんは四代⽬
の若い専業農家さん。ハワイに 2 年住んで⽇本の四季
の美しさに気づき、⽇本の⾃然を感じられる農業に打ち
込んでいます。今⽇は⼦どもたちの体験⽤に事前にツル
をきってある畝の前で掘り⽅の説明を聞き、さあ芋ほりで
す。思ったより⼤きいお芋も多く、⼿で懸命に⼟を掻き出
しながら夢中で掘っていました。⼟いじりが楽しいとみんな
笑顔。⼀組 3 株掘った後には、「つぼ焼き」という専⽤
器具で焼いた焼き芋がふるまわれ、「こんなおいしいお芋
⾷べたことない！」との声が上がりました。 

牧場と直売所の⾒学 

次に向かったのは相澤良牧場。約 40 頭の乳⽜を飼育してい
ます。初めて⾒る⽜に⼦どもたちがびっくりしていました。7 年
前から牧場の⽜乳だけを使ったソフトクリームを製造し、カフェ
を開業。６次産業化することで、経済的に好転したそうです。
⼦どもたちが思わず笑顔になる、優しいミルク味が印象的でし
た。都市の中にある牧場なので、近隣との共存が気になりま
したが、⼩学校の給⾷への提供や、児童の乳しぼり体験など
に積極的に取り組んでおり、むしろ地域のシンボルとなるよう
な牧場だと思いました。最後はグリーンファームあい菜フローラ
店。花

は な
苗
な え

や野菜が並んでおり、「市内産」の新鮮な野菜のお
買い物をしました。 

農とふれあう場づくりと⼤学との協働 

あぐりツアーは横浜みどりアップ計画の事業の⼀つです。横浜
市のような⼤都市で農地を守るには、農家の⼯夫や⾏政の
積極的な取組も⽋かせませんが、市⺠の参加も重要です。
今回のツアーでは、横浜市環境創造局と連携協定を結んだ
フェリス⼥学院⼤学の、学⽣さんと佐藤輝教授が企画運営
に参加しました。当⽇は、学⽣さんがツアーガイドとして、クイズ
やインタビューを交えながら進⾏し、農の魅⼒を市⺠の皆様に
伝える役割を柔らかく果たしてくれました。 

参加者全員で集合写真 

『みなと』のイメージが強い横浜ですが、実は農地がたくさんあり、農産物もたくさん⽣産されています。そんな横浜の
姿を知り、採れたてのおいしさを味わえるイベントが「あぐりツアー」です。特に⼦どもたちにふるさとの農業を感じてほし
いと、「親⼦横浜農業探検隊」として 10 ⽉ 5 ⽇に泉区・瀬⾕区で⾏われた、あぐりツアーに参加しました。   

取材 村松委員、国吉委員 

旬のサツマイモ収穫体験を「横⼭四季彩園」にて、牧場⾒学とオリジナルソフトクリーム実⾷を「オーガスタミルクファー
ム」にて、最後に農産物直売所の「グリーンファームあい菜フローラ店」の３箇所を巡りました。 

○プチ情報○ 

横⼭さんがご⽤意してくださ
った「紅はるか」の焼き芋は
「つぼ焼き」という特殊な壺
を使い低温で２時間ほどか
けて焼いているため、⽢くしっ
とりとしたお味が特徴。 

○プチ情報○ 

横浜の酪農家は 13 件。横
浜の酪農の歴史は古く、⽇
本の⽜乳製造販売も横浜が
発祥。 

 

ここがみどりアップ計画 
横浜には、⾝近なところに農地があり、市⺠の
様々なライフスタイルに応じた、農とのふれあいを
楽しめる場づくりが進められています。その取組の
⼀環として「あぐりツアー」が開催されています。 

相澤良牧場 
（オーガスタルミルクファーム） 
 

 

 

 

 

約 70 年の歴史がある「オーガスタミルクファーム」（相澤
良牧場）は飼育している⽜から搾った新鮮な⽜乳で濃
厚なソフトクリームや乳製品を作り店舗にて販売。 
 
住所：瀬⾕区阿久和南 3-11-11  
電話：045-489-6211 営業時間：10:30〜16:00 
休業⽇：1 ⽉〜3 ⽉中旬の⽉曜⽇・年末年始（3 ⽉
下旬〜12 ⽉は無休） 

グリーンファーム 
あい菜フローラ店 

総合ガーデニングショップの中に
ある新鮮な地場野菜が買える
野菜直売所。 

横⼭四季彩園 

 

 

 

 

 

「横⼭四季彩園」では菜花、アスパラ菜、トマト、サツマイ
モ、ほうれん草など年間 36 品⽬の季節野菜を栽培し、直
売所などで農家直の採れたて野菜を販売。 
※通常は収穫体験は実施していません 

横浜で農にふれる、おいしさを知る「あぐりツアー」 

Q あぐりツアー(横浜農業探検隊)ってなに？ 
市⺠のみなさんが、まとまりのある農地や市
内農産物の⽣産現場、直売所などを⾒学・
体感できるツアーで、横浜の農を知ることがで
きます。 

巡った場所をご紹介 

住所：瀬⾕区阿久和南 4-8-289  
電話：045-360-6887  
営業時間：春夏 9:30〜18:30 秋冬 9:30〜17:30 

 

Q 6 次産業ってなに？ 
第 1 次産業の農林漁業従
事者が、2 次産業の⾷品加
⼯と３次産業の流通・販売
まで総合的に⾏うことです。 
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